
 
 

 

 

 

 

 令和６年度に向けて～まずは校時表から見直します～ 
 校長 若狹 陽一 

 

保護者の皆様には、11 月 8 日付けで、働き方改革についての文書を出させていただきました。

今回は、もう少し踏み込んだお話をさせていただきます。 

令和６年度に向けて、校時表を見直します。これには、２つの大きな理由があります。一つは、

当校職員の働き方の課題によるもの、もう一つは、国の通知によるものです。 

【当校職員の働き方の課題】 

下は、今年度の校時表です。基本的には６校時まで授業があります。５校時で下校する学年の担

任であっても、６校時

は他学年の授業や下

校指導等にあたりま

す。よって、児童が完

全下校し、担任が教室

等の後片付けを済ま

せた後に、教務室に集

まれる時刻は、１６：

１０になってしまい

ます。職員の勤務は、

１６：４０までですの

で、３０分で授業以外

の業務を行う必要が

あります。例えば、次

の日の授業準備をし

たり、プリント類の丸

付けをしたり、行事や

校外学習の準備をし

たり、お便りを作成し

たり、職員同士の打ち

合わせをしたり、生徒指導対応をしたり・・・。当然、３０分で終わる内容ではないため、時間外

勤務が常態化してしまっているのです。定時に帰宅するように促しても、結局は仕事を家庭に持ち

帰ったり、休日出勤したりすることとなり、根本的な解決にはなりません。そこで、児童の下校時

刻を早め、次の日の授業準備をしたりする時間を確保する必要があります。 

 

【国の通知】 

 多種多様な業務に追われるあまり、時間外勤務が常態化する中で教員志願者の減少が危機的な状

況にあることはご存知のことだと思います。そこで、国は、学校や教師が担う業務の適正化を推進
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するための通知を９月に出しました。授業時数の見直しも具体的に示されています。それは、「令

和５年当初において、標準授業時数を大幅に上回って（年間１,０８６単位時間以上）いる学校は、

令和６年度以降見直さなければならない」（要約）というものです。 

 国は全国の学校に対し、一律に標準授業時数（行事や児童会活動を除く）を定めています。例え

ば、国語は年間〇時間、算数は年間△時間のように、学年毎に定めています。当然、学年が上がる

につれて各教科を合計した授業時数は増えていきます。 

 では、国が警笛を鳴らしている「１,０８６時間」とはどのようなものなのでしょうか。これは、

授業時数の最も多い高学年の場合を言っています。高学年の各教科合計の標準授業時数が１,０１

５時間ですから、「１,０８６時間－１,０１５時間で、７１時間オーバー」は見直さなければならな

いことになります。下表のとおり、当校５年生は、見込みでは「１３９時間オーバー」となってい

ます。さらに、１年生に至っては、「１７５時間オーバー」です。これを１日の授業時間の５で割

ると、３４（日）になりますので、極端な話をすれば、１年生は夏休みをもう１か月増やしても標

準授業時数は守れるということになります。 

 ではなぜ、当校をはじめ、全国の学校がこのように大幅に標準を上回る授業時数を確保してきた

のでしょうか。それは、新型コロ

ナウイルス感染症等の影響で、長

期間の学校閉鎖を行ったとして

も耐えられるようにというのが

一番大きな理由です。さらに、放

課後の受け皿の不備もあったで

しょう。低学年児童が早く下校す

ると面倒を見る大人がいないと

いった社会的な課題です。 

 しかしながら、感染症がある程

度収束した現状においては、国の

通知どおりに、南小学校は、令和

６年度の授業時数を減らさなけ

ればなりません。 

 

 

【校時表見直しの視点】 

 以下、４点について見直しを進めます。 

 ①全校５校時で下校する日を週２日とします。 

 ②毎日５校時で下校する１年生については、週１日だけ、４校時・給食後下校の日をつくります。 

 ③小学校の１単位時間は４５分です。「毎日の１校時」を６０分から４５分にします。 

 ④休み時間等も見直します。 

これにより、５校時の日、６校時の日それぞれにおいて、令和６年度は令和５年度よりも２０分

程度早く下校することになります。 

 そこで起こるご家庭での大きな問題は、児童が早く下校した際の受け皿だと思います。教育委員

会からも本見直しについては了承を得ており、「児童クラブや寺子屋の児童預り開始時刻は、南小

学校の新しい校時表に合わせたものに変える」という回答もいただきました。 

 

 校時表の見直しは、教職員がゆとりをもって業務に当たることで、児童への教育の質を上げるこ

とが目的です。保護者や地域の皆様のご理解をよろしくお願いいたします。なお、具体的なＲ６年

度校時表につきましては、１月に示させていただく予定です。 

※学校行事や児童会活動の時数は各校に任されています。 

※南小学校標準時数は、国の標準授業時数と、南小学校の裁量で必要

とされる学校行事等の時数を合計したものです。 


